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ると、棚田の面積が約 1.27 万 ha（総耕地面積の約 53に相当）あり、標高 170 m から





























が、とりわけ雲南省紅河ハニ族イ族自治州で 2006 年―2007 年に行った現地調査に中心
的に依拠することとする。
. ハニ族の形成過程




















































族」が使われたことはほとんどない。1953 年 12 月 25 日に、紅
河自治区第一回各民族人民代表会議（出席人数 415 人）によって「哈尼族」の名称が決





















1954 年に開かれた第 1 期全国人民代表大会は、民族区域自治制度を「中華人民共和国
憲法」（以下「憲法」と略す）に記載した。この政策原則に基づいて、1954 年 1 月 1 日に
雲南省紅河哈尼（ハニ）族自治区人民政府が成立した。その後、1957 年 11 月 18 日、蒙
自専区と紅河哈尼族自治州が合併し、紅河哈尼（ハニ）族彝（イ）族自治州が成立した。
特筆したいことは、紅河州においては、1957 年から現在に至るまで、イ族の人口がハニ
族より多いということである。1954 年の第 1 回人口センサスのデータによると、紅河州
の総人口が 167.42 万人で、ハニ族が 23.49 万人、イ族が 39.48 万人であった［《　河哈尼
族彝族自治州志・卷一》1997202］。2005 年、全州の総人口は 406.35 万人であり、ハ
ニ族が 69.51 万人、イ族が 97.62 万人であった［《紅河州年鑑》200629］。それにもか
かわらず、民族自治州の名称に関して、民族名称としての「ハニ族」は「イ族」より先に
並んでいる。その理由に関して、イ族の人々は一様に以下のように語っている。当初、四
川省の涼山彝族自治州（1952 年 4 月）がすでに成立しており、雲南省においても楚雄彝
























































れている［李 20003、黄 2007121 など］。







清華 1999712］。1993 年 3 月に、元陽県において、ハニ/アカ文化をめぐる「第一回国
際ハニ/アカ文化学術シンポジウム」が行われた。それ以来三年毎に「国際ハニ/アカ文化
シンポジウム」が開催され、学者たちがハニ族文化に関する様々な学術的研究報告を行っ
ている。第一回のシンポジウムで提出された 80 本の論文のうち、40 本ほどが各側面から
ハニ族の文化と棚田に関し言及するものであった。また、2002 年 12 月に行われた「第四




















































約 1000 m まではタイ族、チワン族が居住する区域となっており、1000 m から標高 1700































































に盛んになっている。2005 年 11 月、韓国の江陵端午祭が世界無形文化遺産として登録さ





































































価値と意義は以下の 6 点に要約される。第 1 に、紅河州の国際知名度が高まる。第 2
に、紅河州の経済発展を促進する。第 3 に、民族文化を支柱産業とする紅河州を建設す
る。第 4 に、紅河州及び雲南省の観光業を発展させる。第 5 に、「森―村―棚田―水路」
の四位一体の生態システムを構成させる。第 6 に、一旦登録できたら、雲南省の経済産
業と文化産業の発展において麗江と同じく重要な役割を果たすことができる［《梯田文化































































































































(注 1）王清華は雲南社会科学院に所属している研究員であり、漢族である。彼は 1983 年
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「福建省南西部地域における客家と円型土楼」、『東北アジア研究』第 5 号、125 頁。
西谷大 2007
「灌漑システムからみた水田稲作の多様性―雲南国境地帯のタイ、アールー、ヤオ
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（撮影者戴云良、撮影場所紅河州金平県、2006 年 5 月撮影)
写真 元陽県・猛品ブロックの景観
（撮影者Šun、撮影場所猛品、2004 年 3 月撮影)
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